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ロータリアンとして、私は以下のように行動する。 

１）個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって行動する。 

２）取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業に対して尊重の念をもって接する。 

３）自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、特別なニーズを抱える人びとを助け、地域社会
や世界中の人びとの生活の質を高める。 

４）ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような言動は避ける。 

５）ロータリーの会合、行事、及び活動においてハラスメントのない環境を維持することを支援し、ハラ
スメントの疑いがあれば報告し、ハラスメントを報告した人への報復が起こらないよう確認する。 

（2019年1月理事会会合、決定119号） 

https://my.rotary.org/ja/


自然ではない災害 

  私は、この12月にアラブ首長国連邦・ドバイ
で開催される国連気候変動枠組条約第 28 回
締約国会議（ＣＯＰ28）に出席し、そこで、気候と
メンタルヘルスという二つの世界的な危機のつ
ながりについて話す予定です。世界保健機関（Ｗ
ＨＯ）が指摘しているように、気候変動は、精神衛
生上の問題に悪影響を及ぼすといわれていま
す。自然災害といえども、その精神的苦痛は、回
復と立ち直りを難しくさせます。  

 国際的な災害救援慈善団体であり、ロータ
リーのパートナーであるシェルターボックスは、
緊急避難所、必需品、技術サポートを提供し、約
100カ国で250万人以上の避難民を支援してき
ました。今月の会長メッセージでは、シェルター
ボックスＣＥＯのサンジ・スリカンサンさんのお話
を紹介したいと思います。スリカンサンさんは、
災害を語る際には言葉を選ぶことが重要である
と説明しています。 

 「自然」災害という言葉は、熱帯暴風雨や洪
水、地震、火山の噴火を表すために長い間使わ
れてきましたが、現在では、この言葉をすぐにで
も変えていく必要があります。「自然」と言うと
無害に聞こえるかもしれませんが、私たちは必
ずしもこの言葉を厳密に使ってきたわけではあ
りません。被災地での活動を通じて学んだのは、
この言葉によって、こうした甚大な被害は防ぎ
ようがないものだ、と思い込まされているとい
うことです。このように誤解を招きやすい言葉
を使うことで、支援を必要とすべき人々への行
動が手薄になってしまう可能性があります。  

 つまり、私たちが使う言葉は重要であるとい
うことです。災害を「自然」の一環として考える
と、自然と人間の行動の複雑な相互作用や、そ
れが地域社会に与える影響を認識できなくなっ
てしまいます。  

 地震や津波、火山の噴火、強烈な嵐、干ばつ、
洪水は地球における自然なプロセスとして発生
します。しかし、これらの出来事が、人や環境にど
のような影響を与えるかによって、「災害」かど
うかが決まります。この場合の「災害」とは、人々
が住む場所や家の構造、政情不安、支援すべき
人々を支援できていないといった人間的な要素
による結果を指します。つまり、災害とはリソース

や権力へのアクセスにおける構造的な不平等の
結果だということです。住んでいる場所や資産
の量によって災害からの回復力を左右すること
があるのです。最も影響を受けているのは、貧困
層の中で暮らしている人々であり、彼らには自ら
を守る手段がほとんどなく、次の出来事に耐え
るための手段もほとんどありません。 

 これらの出来事を「自然」なものと見なすこと
で、私たちは、積極的に手を差し伸べることを諦
め、疎外された恵まれない地域社会に社会的、
経済的、政治的不安という、根本的な問題を隠し
てしまうのです。私たちのチームは、不平等や貧
困、都市化、森林破壊、気候危機などの問題がい
かに地域社会を脆ぜいじゃく弱にしているかを
目の当たりにしています。  

 シェルターボックスでは、単に「災害」と表現す
る場合もあれば、異常気象や地震、津波、火山の
噴火などより具体的に表現する場合もあります。
従来のままの言葉の使い方をやめて、人々が甚
大な被害に遭っている原因を正しく反映する言
葉の使用を心がけていただくことを、皆さまに
強くお願いいたします。  

 そうすることで初めて、地域社会に潜む原因
に取り組み、被災したその社会を守るために必
要な投資やリソース、積極的な措置を講じて、全
ての人にとって、より公正で公平な未来に向け
て取り組む道が開かれます。  

 災害は自然のものではありません。災害を「自
然」と言うのはやめましょう。 
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 みなさん、風邪などおひきになられていませんか？ 

 高野山でも初雪の便りが届く季節になって参りました。それ

でも例年に比べて、10日以上も遅いようです。 私の住む和泉

の山あいでも、朝晩は、冷えて来ましたが、晴れの日の日中な

どは、別段コートやダウンを引っ張りださなくても、過ごせて

います。季節が１ヶ月位は、ずれて来ているのではないでしょうか？ 

 今月は、‘’疾病予防と治療月間‘’です。コロナが５類へと移行され、今までのマ

スク生活から解き放たれたのは嬉しいのですが、巷では、インフルエンザが流

行って来ている様です。今一度、手洗いと、うがいの励行をお勧め致します。ま

た、空気も乾燥していますので、のど飴などを携帯するとか、冬の間は、マスクを

着用する方が良いのかもしれませんね。 

 それと、先月開催させ

て頂きました、地区大会

には、両日ともに沢山の

仲間のロータリアンのみ

なさんに、ご参加頂き誠

にありがとうございまし

た。「２６６０地区の四宮さ

んの話、分かり易かった

わ！」「大谷由里子さん

の講演、ええ勉強させて

もろたわ！」「元気もろ

たわ！」「ええ地区大会

やったよ！」等々、沢山

の方々から温かいお言葉を頂き嬉しく思い。ご丁寧なお手紙を送って頂き心温ま

り。ヤッパリ！やっていて良かったロータリー！を感じさせて頂き、本当にありが

とうございました。そして、この大会を半年前から、全面的に企画立案運営してく

れた、ホストクラブの和泉RC、コホストクラブの和泉南RCのみなさまには、感謝の

しようがない位お世話になりました。地区を代表してお礼申し上げます。ありがと

うございました。 

 年末に向けて何かと忙しくなると思いますが、くれぐれもご自愛頂き2023年

を笑顔で締めくくっていただけますように！ 

12月は「疾病予防と治療月間」です。 



誰にとっても「健康であること」

は何より大切。でも、基本医療を

受けられない人は世界で4億人

と言われています。質の高い医

療を受ける権利はすべての人に

あると、私たちは信じています。 
 

 世界で数百万人が病気によって苦しみ、貧

困を強いられています。私たちが疾病の予防

と治療に力を注ぐのは、このためです。病気

の蔓延や医療不足に悩む地域社会に、仮設ク

リニックや献血センター、研修施設をつくった

り、医師と患者と政府が協力できるインフラ

を設計するなど、世界中のロータリー会員

は、人びとがより良い医療を利用できるよう

支援しています。 

 マラリア、HIV／エイズ、アルツハイマー、多

発性硬化症、糖尿病、ポリオなど、人びとを苦

しめる病気の予防・治療や患者の支援に当

たっている会員も大勢います。衛生教育のほ

か、無料の定期健康診断や眼科・歯科検診も

行っています。 

ロータリーはこんな活動をしています 

 病気は何もせずに予防できるものではあ

りません。命にかかわる病気の蔓延を食いと

め、予防を徹底させるために、私たちロータ

リー会員は、医療従事者への研修、病気や衛

生習慣に関する市民への指導など、世界で毎

日、数百ものプロジェクトを実施しています。 

 世界最大の公

共保健の取り組

み、ポリオ根絶

活動では、携帯

電話やテキスト

メッセージの機

能が生かされています。 

 治療と予防

を通じてマラリ

アのない世界

を目指していま

す。マラリア撲

滅活動をご支

援ください。 

 ロータリー会

員は、アルツハ

イマー病と認知

症との闘いで

蓄積された経

験を基に、病気

への理解の向

上、患者・家族への支援に当たっています。 

アルツハイマー病への取り組みにご協力くだ

さい。 

疾病の予防と治療を支援するために、あ

なたにもできることがあります。 

ロータリーで出来る支援を考えましょう！ 



 先日、2023年11月19日～22日まで、ロータリー財団セミナー、
GETS＃2、ロータリー研究会と、ポートピアホテルで開催されました。
また、19日の夜には、2023-24年度のガバナーエレクト同期会、20日
の夜にはRI会長・TRF管理委員代表ご夫妻歓迎晩餐会、21日夜には、
クリエイトHOPEビュッフェと連夜、懇親会がありました。 

 RI会長、ゴードンR．マッキナ
リー氏は、メンタルヘルスの重要
性をお話しになり、「世界の多く
の地域では、特にメンタルヘルスの面で助けを求め
ることは弱さであると捉えられています。しかし、真
実から目をそむけることはできません。自分の弱さ
を認め、すべての答えを知っているわけではないと
認めることは、勇気が要ることです。助けを求める
ことは勇気ある行動であり、幸せへの道を求める
のはさらに勇気が必要なことです。」とお話しをさ
れました。 

 ロータリー日本財団の理事長である千玄室氏の
「満100歳を迎えて」という講話がありました。氏の
100年の人生を振り返り、終戦から青年会議所、ロー
タリーの要職を歴任された経験を元に、氏の茶道と
ロータリーの奉仕の精神との関わりについて熱を込
めて語られました。茶の心得「和」、「敬」、「清」、
「寂」。（和しあう心、敬いあう心、清らかな心、動じな
い心）これを心の真ん中において人生を歩んできた
とお話しになりました。この千理事長のお話は、すべ
てのロータリアンに聴いていただきたいです。 

 以上、簡単ですが今回のロータリー研究会の報告といたします。 

ガバナーエレクト 野村 壮吾 

ロータリー研究会「GETSに参加して」 

神戸での第52回ロータリー研究会の2日目に、お
昼の時間を利用してお菓子の袋詰めの奉仕活動
が行われました。研究会に出席していたゴードン 
R. マッキナリー会長とヘザー夫人も子どもたち
へのメッセージを書き、お菓子の袋詰めにご協力
いただきました。このお菓子の袋は、ロータリーク
ラブが支援する児童養護施設や福祉施設などに
送られます。ご協力をいただいた皆さま、ありが
とうございました！ 



アーチ・クランフ・ソサエティ入会式 

地区ロータリー財団委員長 中野 均 

 ２０２３年１１月２０日ロータリー研究会付随プログラムとして、メジャードナー午餐会・アーチ・ク

ランフ・ソサエティ入会式が行われました。その席上で和歌山ロータリークラブ所属パストガ

バナー樫畑直尚・順子氏ご夫妻が他４組のロータリアンと共に入

会されました。樫畑PDGにおかれましては、長年に渡りロータリー

財団各種プログラムへご寄付され、昨年度累計額が２５万米ドルに

達し顕彰を受けられました。この年、日本のロータリーでこの顕彰

を受けられたロータリアンが６０名おられます。今年度、既に４名が

この顕彰を受けられ１１月２０日現在６４名となっています。また当地

区では、樫畑PDGを含め３名のPDGが本会に入会されています。 

 会員の皆様におかれましては、日々のご寄付の積み重ねと思いますので、引き続きロータ

リー財団各種プログラムへご寄付賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 次にアーチ・クランフ・ソサエティについてご紹介させていただきます。 

 国際ロータリー第６代会長アーチ・クランフ氏にちなんで名づけられた「アーチ・クランフ・ソ

サエティ」は、ロータリー財団で最高に名誉ある認証です。累積で２５万米ドル以上を寄付した

方をメンバーとしてお迎えします。 

 アーチ・クランフ・ソサエティ（AKS）では、一度会員となればそのステータスを生涯保持でき

ます。各AKS会員は、米国イリノイ州エバンストンの国際ロータリー世界本部１７階にある「アー

チ・クランフ・ソサエティ・ギャラリー」に肖像写真を飾ることができます。この肖像写真はガラ

ス彫りの格調高いもので、財団の最高レベルの寄付者を称えるのにふさわしいデザインと

なっています。 



興奮が待つシンガポールへ 

 ロータリー国際大会は、友情と学びが融合し、インスピレーションが生まれる舞台。
ロータリーで最大のイベント、国際大会が開催されるシンガポールで、世界中から集う
「行動人」と交流しましょう。 

 新たな視点、インスピレーション、希望を互いにわかち合うことができるでしょう。世
界一流のダイニングや文化的なアトラクション、エネルギーあふれる講演と分科会な
ど、国際大会は特別な体験にあふれています。 

 世界と希望をわかち合うため、2024年5月25日～29日にシンガポールで開かれる国
際大会にご参加ください。 

12月15日までに登録して、早期割引料金をご利用ください。 

 

 

絶え間なく変わりつづけるシンガポール 

2024年ロータリー国際大会の開催地からは目が離せません！ 

ロータリー国際大会の会場となるマリーナベイ・サンズの 

サンズ・エキスポ＆コンベンションセンター 

【ＲＩニュース】 

https://my.rotary.org/ja/secure/application/231?deep-link=http%3A//events.rotaryintl.org/%3FEventId%3D2f1e207c-0139-4ace-b6ca-1aca1e1986fc


2024年ロータリー国際大会の開催地シンガポールの国民的娯楽は「食」 

 7月の土曜日、まだ薄暗い朝5時半をまわったところで、先ほどシンガポールのチャン

ギ空港に降り立ちました。ニューヨーク市からの長時間のフライトで少しふらついてい

たので、画面に私の名前が表示されたタブレットを持って立っている背の高い若い男

性を見た時、かなり安心しました。 ちょっとした会話のつもりだったのですが、彼の熱

い答えに驚かされました。「食べ物ですよ、ホァンさん。食べることはこの国の人たちの

娯楽です。よく言われるのは、シンガポールの人口は550万人で、食通も550万人いる

ということです」 私は一気に引き込まれました。まずは、滞在先ホテルの近くにある

屋台村、ホーカーセンターから始めてみることを勧めてくれました。シンガポールで有

名な料理の名前を言う前に、彼はこう続けま

す。「屋台飯はシンガポール文化の中心です。

シンガポールの食べ物がとても美味しいの

は、アジアの多くの地域や国の味を取り入れ

ているからなんですよ」ロータリー国際大会

のホスト組織委員会副委員長であるジョアン・

カムさんが私を迎えてくれました。彼女もす

ぐにゴウさんが言ったことを繰り返しました。

「シンガポールはロータリーの食通の人には

ぴったりの観光地なんですよ」シ ンガポール

の料理とは地域と文化の両方が調和したものであると学ぶことができるでしょう。そ

して、一口味わう度に、この島国の豊かな歴史と遺産を感じることができるはずです。 

【ＲＩニュース】 

文：Wen Huang 写真：Juliana Tan 



 ロータリーの大規模プログラム補助金の最初の受領プロ
グラム「マラリアのないザンビアのためのパートナー」の成
功を受け、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団とワールドビジョンと
の戦略的パートナーシップを土台とする新たな疾病の予防・
治療の補助金プログラムを創設する機会がもたらされてい
ます。 

 「ロータリー健康な地域社会チャレンジ」は、2024年から
2027年まで、アフリカの4カ国で実施されます。このチャレン
ジは、対象国のロータリー会員に長期的なリソースを提供
し、5歳未満の子どもの最大の死因であるマラリア、下気道
感染症、下痢などの重病や死亡を減らすための大規模で効
果の高いプログラムを実施できるようにするものです。これらのプログラムは、弱い立場に
ある人びとに焦点を当て、持続可能な保健システムの利用と品質を高めます。 

 ロータリーの大規模プログラム補助金の第1回受領プログラム「マラリアのないザンビアの
ためのパートナー」は、ロータリーとビル＆メリンダ・ゲイツ財団およびワールドビジョンとの戦
略的パートナーシップを生かす機会となりました。この成功を受け、疾病予防と治療に関する
新しい補助金プログラム「ロータリー健康な地域社会チャレンジ」が導入されることになりま
した。このチャレンジは、2024年から2027年にかけて4カ国で実施されます。受領者は、シンガ
ポール ロータリー国際大会にて発表されます。  

 「ロータリー健康な地域社会チャレンジ」は、対象国のロータリー会員に長期的なリソースを
提供し、5歳未満の子どもの最大の死因であるマラリア、肺炎、下痢などの重病や死亡を減ら
すための大規模で効果の高いプログラムを実施できるようにするものです。このチャレンジ
は、弱い立場にある人びとに焦点を当て、持続可能な地域社会保健システムを向上させるこ
とを目的としています。 

 参加4カ国（ザンビア、コンゴ民主共和国、モザンビーク、ナイジェリア）は、疾病の深刻さ、国
内におけるロータリー会員の参加と存在、パートナーシップの可能性、保健省の戦略との整合
性に基づいて選ばれました。「ロータリー健康な地域社会チャレンジ」は、ロータリアンによる
主導の下、支援します。各国の申請者は、高い成果と永続的な変化をもたらせるプログラムを
構築し、成果を測定するために強力なモニタリングと評価のシステムを使用する必要があり
ます。 

 マラリア、下気道感染症、下痢性疾患は、2000年以降大幅に減少したにもかかわらず、主に
サハラ以南のアフリカでは、いまだに5歳未満の子どもたちの非致死性あるいは致死性の疾
病の主な原因の一つとなっており、この地域では2017年、この年齢層の100万人が死亡しまし
た。ポリオ根絶活動の一環として地域社会を基盤に築かれたインフラは、世界の保健において
末永く続く恩恵をもたらしました。これは現在、ほかの疾病から数百万の人びとを守るために
も役立てられます。 

【ＲＩニュース】 

ロータリー健康な地域社会チャレンジ 



【地区活動報告】 

第１９回アジア太平洋地域ローターアクト会議（APRRC） 

地区ローターアクト代表 奥野 佑樹 

 ２０２３年１１月２日～５日の期間で韓国のソウルドラゴンシティホテルで開催された19th 
APRRC(Asia Pacific Regional Rotaract Conference 第19回アジア太平洋地域ロー
ターアクト会議)へ参加いたしました。 

 当地区からは代表の私のみの参加でした
が、日本からは北海道から沖縄の地区まで
総勢57名が参加しました。これは2016年の
日本開催(京都・全国ローターアクト研修会と
同時開催)を除き、今までで一番多い日本人
の参加人数とのことです。 

 私自身は得意の英語を活かして各国のア
クターと交友を深めたのですが、英語以外
に韓国語、中国語、ベトナム語等が喋れる日本アクターも居て、会場では母国やその国
のアクターとすぐに仲良くなっていました。 参加者は総勢約300名だったそうです。 

 第３６５０地区（韓国）の方々が用意してくれた様々なプログラムを通し、各国が抱え
る問題や解決策についての共有、異文化体験・異文化理解ができ、非常に貴重な経験
となりました。 

 また、帰国後の翌週には仲良くなった韓国からのローターアクターが来阪し、APRRC
で仲良くなった近隣のRACにも連絡し、一緒に大阪観光案内をしました。 

 ただ参加して終わりというのではなく、こういった繋がりができたことに大きな喜
びを感じるとともに、今回の参加にあたって特別なご理解とご協力をして頂いた谷ガ
バナーをはじめ、多くの方々に心より感謝を申し上げます。 

APRRCの日本人集合写真 



【地区活動報告】 

インターアクトクラブ 国内研修オリエンテーション 

地区インターアクト委員長 坂東 剛 

 11月19日(日)、橋本市教育文化会館
に於いて「国内研修オリエンテーショ
ン」を開催致しました。 

 この催しは、年末催行の国内研修参
加者が対象です。 

 プログラムは、研修概要・注意事項等
旅程上必要な事について説明、そして
質疑応答。 その後はグループワーク、
お昼休憩を挟んで約3時間行いました。 

 今回の研修は「与えられた研修」ではなく「自分た
ちで考える研修」としたいので、「研修の目標・目的、
気を付けるべきルール、現地での活動」から「持ち
物、服装」まで、アクター達に考えてもらいました。 

 グループワーク冒頭に私から、ロータリアンが重ん
じる「職業奉仕・社会奉仕」について説明し、この研
修に携わる全ての方々への感謝の気持ちを大切に
するよう伝えました。 

 真剣な眼差しや楽しそうな笑顔、どの表情も素晴
らしく、顧問の先生達も喜んでいる様子でした。 

 閉会の挨拶で「では、12月26日の夕方、南港の
フェリーターミナルで会いましょう！」との呼びかけ
に、皆、素敵な笑顔を見せてくれました。 

 どんな研修になるのか、今からたのしみです。 

 今回のオリエンテーション、お世話下さった初芝橋
本高校インターアクトクラブの皆さんに感謝申し上
げます。 



【地区活動報告】 

RLI（ロータリー・リーダーシップ・インスティテュート） 

地区RLI委員長 細川 幸三 

 1992年アメリカニュージャージー州（国際ロータリー第7510地区）

にて元RI理事のデビット・リネット氏の発案で始められた研修組織で

す。日本では2008年6月にRLI日本支部が結成されロータリーにおけ

るリーダー研修組織として発展し現在に至っています。 

RI2640地区2023～2024年度RLI委員会では3月10日のPart1をはじ

め5月のPart3まで全18セッションを行います。 

 RLI研修は、PartⅠ．Ⅱ．

Ⅲと3つのパートに分かれています。 

 一つのパートには6つのセッションがあり合

計18セッション。 

 それぞれのセッションには目標がありその目標について参加者全員で討論を行いま

す。 一方的に話を聞く講習会ではなく、参加者全ての皆さんがディスカッションを行う

参加型研修会です。 

 最近の特徴はオンライン（ZOOM）で行うところです。 

 RLI委員会ではRLIの各セッションを円滑に進めるため、FT（ファシリテーター）研修を

重ねています。FTとはRLIに於いて参加者の発言を引出し、協働を促進するような役割

を行います。「3人寄れば文殊の知恵を実現する4人目の役割」です。 

 その4人目となれるよう私達はFT研修を行います。 

 RLIでは皆様と素晴らしいファシリテーションを行い、楽しくロータリーを語り合えれ

ば幸いです。皆様と御会い出来ることを楽しみしております。 

ロータリーリーダーシップ研究会 
https://rli-japan.org/ 

https://rli-japan.org/
https://rli-japan.org/


【地区活動報告】 

地区大会 記念ゴルフ大会のご報告 

ゴルフ大会実行委員長 浅野 恭行 

 今年のRI2640地区大会の記念ゴルフ大会が10月17日（火）、関西空港ゴルフ倶
楽部において開催されました。 

 当日は、天候に恵まれ快晴の下、谷ガバナーがトップでスタートし、熱戦が繰り
広げられ、多数の参加となりましたが大きなトラブルもなく、会員各位の懇親を
深めながら終えることができました。 

 本大会にご協力いただきました関西空港ゴルフ倶楽部の皆様ならびに和泉
RC、コ・ホストクラブの和泉南RCの皆様にはお世話になり厚く御礼申し上げます。 

 各賞は以下の通りです。おめでとうございます。 
 

優勝(総合)         坂本 武司様(和歌山東南RC)  

優勝(レディース)    古谷 典子様（田辺RC）  

優勝(シニア)      谷脇 良樹様(海南東RC) 

優勝(グランドシニア)  楠見 雅信様(粉河RC) 

ベストグロス賞     河畑 昌志様（田辺RC） ・ 小川 幸一郎様(堺RC)  

ドラコン賞     No3 田中 元章様（田辺RC） ・ No13 古谷 典子様（田辺RC）  

ニアピン賞   No4 村山 鉄平様（堺東RC） ・ No6 橋本 隆様（田辺東RC) 

          No11 池邊 豪俊様（和泉南RC） ・ No14 戎 敬史様（和歌山中RC）



【地区活動報告】 

地区大会のご報告 

地区大会実行委員長 遠藤 裕康 

 国際ロータリー第２６４０地区 地区大会は２０２３年１１月１１日，１２日、スターゲイトホテル
関西エアポートにて開催致しました。 

 大会１日目は、ＲＩ第２６６０地区パストガバナー四宮孝郎様より
「ロータリーは楽しくなくっちゃ！」、大谷由里子様より「大谷流『コ
コロの元気』のつくり方」と題し講演いただきました。 

 その後、会場を変え選挙人会議を開催いたしました。 

 夜の地区大会晩餐会は多くのロータリアンの皆様と「大西ユカリ 
ライブショー」で大いに盛り上がりました。 

 

 大会２日目の午前は、関西国際空港にてポリオプラ
ス募金活動を実施しました。 

 

 午後からの本会議では四宮孝郎様のＲＩ
現況報告、谷宗光ガバナーの地区現況報
告、各種表彰を行いました。記念講演は
「為せば成る」と題し大畑大介様に講演
いただきました。 

 ２０２４年に開催される「シンガポール国
際大会」のご紹介、野村壮吾ガバナーエ
レクトによる決意表明と次年度地区大会
へのお誘いがあり、全員で「手に手つな
いで」を唱和しました。 

 本地区大会ではロータリアンの皆様と
「思いやりあふれる！明るく！元気なロータリーへ！」を実現することができました。
皆様の地区大会に対する御理解・ご協力の賜物と心より深謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 最後に、ロータリアンの皆様のご健勝、ご多幸を心からお祈りし、今期の地区大会開
催及びご参加の御礼とさせていただきます。 

地区大会でのポリオ募金 

 大会２日間の募金額 ￥137，257円 

 ご協力ありがとうございました。 



【クラブ活動報告】 

「献血活動＆オータムコンサート(訪問)」 

岩出ロータリークラブ 

 当クラブでは年度内3回の献血活動を企画、実行しています。 

 本年度第1回目を10月1日(日)に「ジョーシン岩出店」前にて周辺各店舗のご協力を
賜り実施しました。 

 また、当日は谷宗光ガバナーが訪問くださり、活動会員に激励をいただき一層、活
気が溢れ、近畿大学学生献血推進協議会メンバーの協力もあり66名の受付を頂きまし
た。ありがとうございます。 

 コロナ禍で長らくできなかった訪問コンサートを「オータムコンサート」と名付けて、
10月22日(日)社会福祉法人・丹生学園に行きました。和歌山県立那賀高等学校・吹奏楽
部の部員総勢35名と顧問教諭2名のご協力を得て実施。クラブとして部員への弁当・
交通費の配達提供、楽器運搬を会員自らが動き、汗を流しました。 

 「社会福祉法人丹生学園は、児童福祉法による児童養護施設で様々な理由により家
庭養育が困難な児童を養育し、心身ともに健全な社会の一員になれるように養育され
ている施設」であることを高校生たちとも共有し、訪問しました。 

どちらの活動も 
 クラブインスタグラムに掲載中 
 



【クラブ活動報告】 

和歌山の玄関口を花いっぱいに 

和歌山市９ロータリークラブ 

 和歌山市内の９ロータリークラブ
（ＲＣ）とＮＰＯ法人花いっぱい推進協
議会は５日、和歌山市のＪＲ和歌山駅
前花壇で、花の植え替えを実施。シク
ラメンとハボタンを中心に６種類、約
１０００株で彩り、駅前は冬の装いと
なった。 

 同所は同協議会が毎月１度手入れ
をしており、植え替えは毎年６月と１１
月に実施。１１月は市内ＲＣと同協議会
が合同で行い、今年で２１年目にな
る。 

 この日は合わせて約４０人が参加。春先まで楽しめるキンギョソウやパンジー、サクラ
ソウ、ビオラを植えた。 

 尾花正啓市長も駆け付け、両団体の継続した活動に感謝。「この場所は和歌山最大
の駅で、和歌山の顔とも言える。これからも多くの人に花を楽しんでいただきたい」と
あいさつした。尾花市長も植え替え作業に加わり、参加者は花が輪をつくるような配
置のデザインで約１時間かけて丁寧に植えた。 

 幹事クラブの和歌山城南ＲＣの東徹会長（５７）は「和歌山の玄関口を花でいっぱいに
して、市民だけでなく、多くの観光客の皆さんの心を和ませたり、癒やしたりできれば」
と笑顔。同協議会の森川勝理事長（８４）は「援助を頂き、ありがたい。この場所での花の
植え替えや手入れは、とてもやりがいがあり、私たち一番の誇りです」と話していた。 

(わかやま新報 23年11月07日掲載記事) 

 

 

 



【クラブ活動報告】 

堺まつりチャリティーバザー報告 

堺ローターアクトクラブ 

 今年も、第５０回堺まつりが１０月１５日
（日）開催されメインストリートの大小路
通りに面した絶好の場所にあたる紀陽
銀行堺支店の駐車場をお借りして、例年
同様に堺まつりチャリティーバザーを開
催させて頂きました。  

 当日は、晴天に恵まれ、バザー開始前
から店頭には多くのお客様が並ばれて
いました。10時から16時まで、堺ＲＡＣ会
員計12名と地区ＲＡＣ1名で設営準備、運
営 を 行 い、売 上 113,750 円 と 献 金
63,600円の合計177,350円の売り上げ
となり今後の活動に充てる資金となり
ました。ご協力いただきました多くの堺
ＲＣ会員、各企業の皆様に感謝致します。 

 また、多くの堺ＲＣ会員の皆様にお越
しいただき、店頭での声掛けや呼び込
みへの協力や、飲料等の差し入れをい
ただきました事は、メンバー全員の気持
ちのモチベーションアップにつながり最
後まで明るくやり遂げる活力となりまし
た。 バザーでの売上と献金をもとに、年明けから児童福祉施設訪問等の有意義
な奉仕活動を行わせていただきます。今後とも、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願い申し上げます。 

 第50回堺まつりのテーマロゴ 

人々が手をとりあって、未来へとつ

ないでいこう！との姿を意匠化。 

 世界遺産である古墳を中心に据

え、未来を担う子どもへと輪がつな

がるイメージを打ち出します。 

また、7人の輪=7区のまとまりを表

現しています。 



【クラブ活動報告】 

創立１０周年記念例会を開催 
河内長野高野街道ロータリークラブ 

会長 岡本 弥生 

 2023年11月25日（土）、河内長野市民交流文化センター（キックス）において谷宗光ガバナー
をはじめ、 パストガバナー各位および地区役員各位、4分区会長幹事各位や2580地区より嶋
村文男直前全国ガバナー会議長、遠くは沖縄首里ロータリークラブから、2700地区より八島
英孝ＩＡＣ委員長はじめ田村志朗ＤＸ推進委員長など多数のご臨席を仰ぎ、盛大に10周年を祝
うことが出来ました。 

 式典では当クラブの活動において長年にわたり大きな貢献をされた山口史朗会員、辻秀和
会員、飯阪保会員に功労賞をお贈りさせて頂き、これまでの感謝並びに今後のさらなるご活
躍をお願い致しました。 

 記念卓話は当クラブの木下浩良会員（高野山大学）による高野街道の歴史について地区内
外の方にわかりやすくご紹介させていただき、特別プログラムでは参加者各位から「奉仕を
語ろう 過去・現在・未来」と銘打って様々なご経験やお考え そして展望を共有頂きました。
奉仕に対する多くのヒントを得ることが出来、今後も意義ある奉仕を実践していこうと決意を
新たに致しました。 

 昼食には先般開催された地区大会において「意義ある奉仕賞」を頂戴した当クラブのスマ
イルファームにて収穫したお野菜を使い、地元の多くの方並びに飯阪保実行委員長のＩＡＣ顧
問時代の多くの教え子の方（インターアクトＯＢ）のご協力を得て心のこもった料理や果物を
皆様にご堪能頂くことが出来ました。 

 本記念例会の開催にあたりご出席頂きました全ての皆様、並びにご協力頂きました全ての
皆様に心から感謝申し上げます。 









第１地域 コーディネーター補佐 

中里 公造 （川口モーニングRC) 

 私は現在2年目のARC(ロータリー
コーディネーター補佐)を務めてい
ます。 毎月のコーディネーター
ニュース（以降Cニュース）を読むの
が楽しみですし、他の地域リーダー
の皆さんの考え方等はとても参考
になっています。 

 さて、毎月発行のCニュース、必ず
読んでいる方はどれくらいの比率だと思われます
か？ と言いますのは、先日地区内のある会合でC
ニュースのことが話題になりました。しかし、ガバ
ナー月信を通して毎月読んでいると答えた方は、
エッと驚くほど少ない人数でした。 

 地域リーダーの皆さんがそれぞれの担当の立場
での考えや事例発表等々、さらには日本のロータ
リーの現状や進むべき方向性を感じることが出来
るのがCニュースであると思います。 

Cニュースの内容を参考にして地区やクラブの活動
にも是非とも参考にしていただきたいと思います。 

ロータリーの情報を得る手段は、以前と比べると格
段に増えました。皆さんも様々なジャンルから最新
の情報や歴史に関する多くの情報等を得ていると
思います。 

 「ロータリーの友」誌も重要な情報源ですが、残
念ながら読書率となるとかなり低いといわれてい
ます。 

ロータリーの友の宣伝をするわけではありません
が、「アーカイブ」として検索機能があることをご
存知でしょうか？何か疑問に思ったことを調べるに
はとても良い機能ですし、私もよく利用していま
す。今まで以上に友誌の活用方法が増えたと思っ
ています。 

 ARCとしてもMy ROTARYの活用により、その時々
のロータリーの会員数の推移等の資料作りは容易
になりました。 

しかし世界や日本の会員数の年度ごとの資料作成
には、数字の正確性を含めて結構苦労された方も
いらっしゃるかと思います。そういった点でも友誌
を活用しましょう。ロータリーの歴史を知る上でも大
変貴重な地域雑誌であると思います。そしてC
ニュースも毎月読んでください。 

 ARCとして、第１，２，３地域合同で４月に開催される
クラブ活性化セミナーやGETS、ロータリー研究会
等々に参加して、RIの最新情報を得たり、日本の
ロータリーリーダーの皆さんから貴重な情報を得た

り、様々な発表等を聞く機会はとても参考になって
います。地区内の会員さんにも是非聞いてほしいと
思う企画が満載です。 

クラブ活性化セミナーは、地区の主な役職につい
ている方は参加できます。是非来春のクラブ活性化
セミナーに参加して、ロータリーを楽しく学びませ
んか？ 
 

第１地域 公共イメージコーディネーター  

田中 久夫 （高崎RC) 

「ロータリーの魅力」 

１ ロータリーに入って四半世紀以
上が経つが、一つの疑問に引っか
かって最近まで悶々と過ごしてき
た。 答えの輪郭はボンヤリと見える
のだが、どうやっても焦点が合わ
ず、まるで恋する女性に愛を告げて
も、一向に色良い返事がもらえない
不良中年のごとく馬齢ばかりを重ねてきた…。とこ
ろが先日、不意に一陣の疾風が吹いてこの恋患い
の霧が晴れたのである。 「そうか、わかったぞ！」 
と思わず叫んでみたものの、それは改まって他人
様に報告するほどのものでもない。それでも、長年
の隔靴掻痒から解放されて、いま私には愛する
「ロータリー」の素顔が良く見える。 

２ 順を追って説明すると、私は以前から「ロータ
リーの魅力」についての明確な答えを求めていた。
自分は何のためにロータリーに入ったのか？ ロー
タリーを続ける自分はいったい何を求めているの
か？ そういった疑問の答えを探してきた。 

 ロータリーの魅力について、「それはロータリー
によって「人生の目的」を知ることが出来るからだ」
と言う人がいる。「ロータリーは人生の目的を知る
ための自分磨きの旅を経験することが出来る場所
であり、そこに魅力がある」と言うのだ。果たして、
「人生の目的」すなわち「人が生きる意味」とは何
か？ 

 これまで多くの先覚者たちがそれを説いてきた。
新渡戸稲造や内村鑑三といったクリスチャンが言う
人生の目的は、「品格の完成」にあるという。仏教・
真言宗の教えでは、人生の目的とは「心を磨くこ
と」だと言う。経営の神様と称された故・稲盛和夫氏
はその著書のなかで、人生の目的とは「心を磨き、
魂を高めること」であり、「それは生きる目的、人生
の意義そのもの」だと言い切る。 

                           

次ページへ 



 ここまではいい。しかし、これらの言い方はちょっ
と難しい。「品格の完成」だって？ 意味は分かる
ものの、もっとストレートに人生の目的を表現できな
いか、それを探してきた。 

３ あるとき、何気なくTVの音楽番組をみている
と、そこには私と同世代の女性シンガー松〇谷〇
実さんが出ていた。 MCが彼女に聞いた。 「貴女の
人生の目的は？」 彼女は言った。 「人生をエレガ
ントにおくることよ」 その瞬間、私の頭のなかにイ
ナヅマが走った。 「そうだ、これだ！」  本物の
アーティストには、難問を一言で解き伏せる破壊力
がある。だから、彼女の作った曲は売れるのだ。 

４ ロータリーは、自分の人生をエレガントにするた
めのサプリメントだったのだ。しかし、その用法には
注意が必要だ。栄養補給のため適量ならばOKだ
が、過ぎればかえって毒にもなる…。依存し過ぎて
離れられなくなる人も出てくる。私がそうだ。 ロー
タリーのこの魅力をロータリアン以外の人たちに伝
えることが、私たちRPIC、ARPICのお役目であるの
かも知れない。  多少、他人様の人生に対して危険
を含んでいるかも知れないが…。 
 

第１地域 財団地域コーディネーター補佐 

飯村 愼一 （宇都宮９０RC） 

“なぜロータリー財団へ寄付する
のですか” 

 財団とは一般的に、“一定の目
的のもとに寄付された「財産」の
集まり”と言われ、公益を目的とし
て管理運営されている組織です。
その目的に賛同した方々が寄付す
ることにより成り立つ組織で、賛
同が無ければ、又、寄付が無ければ財団は存在しな
くなります。因みに、国際ロータリー(RI)は、寄付で
はなく会費(人頭分担金)を徴収し組織運営してお
り、会費未納クラブはRIの会員として認められませ
ん。 

  ロータリー財団の目的は、何でしょうか。財団は、
健康・教育・環境・貧困のキーワードの下、多様な奉
仕活動に取り組みながら世界平和を目指しており
ます(ロータリー財団章典)。その財団の奉仕活動は
幅広い分野で展開されておりますが、ここでは代
表的な活動のポリオプラスについて４つの視点か
ら考えてみましょう。 

(1)寄付はロータリアンの貴重な財産です。ポリオプ
ラスへいくら支出しましたか。  2021-22年度の財
団支出(3億3,040万ドル)の内、ポリオプラスへの支

出は1億5,000万ドルで全体の46％で一番多く、重
点的に配分しております。グローバル補助金が
22％、地区補助金が8％と続きます。 

(2)そのポリオプラスへの支出金は、どの様に使わ
れていますか。 ①ワクチン接種への意識向上
(RAISING AWARENESS)へ36％ ②こどもへのワクチ
ン接種へ35％ ③ワクチン開発へ12％ ④ポリオの
検知&監視へ9％などです。①については、地域に
より接種へのためらいや誤情報があり、地域の宗
教家や有力者との良好な関係を構築することが重
要ですので、その接種への意識向上へ最も多くの
資金が配分され、全体の36％(5,360万ドル)が使わ
れています(“ROTARY” 誌，2022年10月号)。 

(3)ポリオプラスへの支援の成果は挙がっています
か。 1988年に125ヶ国で35万発症例が2022年には
30症例で2ヶ国にまで減少しました。この34年間
で、もしポリオワクチンを接種していなければ、累積
で約2,000万症例が発症していたであろうと関係
機関では推察しており、結果的にはこれだけ多くの
発症例を回避できました(出典：WHO/CDC)。 

(4)世界ポリオ根絶のパートナーはどなたですか。 
“急速な変化
の世界で、単
独で何かをす
ることは不可
能で、パート
ナーを組むこ
とが大切で
す。その成功
条件は、共通の“ビジョン”と補完的な“専門知識”が
必要で、各パートナーが明確な役割と責務を担っ
ていくことが重要です”(ジョン・ヒューコ事務総長，
2023年1月，オーランド，フロリダ州) 。 パートナー
は大変重要な概念であり、私達が取り組んでいる
ポリオ根絶の代表的なパートナーは、①予防接種
者：UNICEF(国連児童基金) ②ウイルス追跡者：CDC
(米国疫病対策センター) ③戦略家：WHO(世界保健
機関) ④唱道者：ROTARY(国際ロータリー)です。
ロータリーは、1979年に初めてフィリピンでポリオ予
防接種をスタートさせ、その後、現在まで推進して
きており、パートナーの中での唱道者として重要な
役割を占めております。 

 “なぜ寄付するのですか”。子供たちの自由に動
き回れる人生と命を守ってきた先人ロータリアンの
大きな志を受け継ぎ、ポリオ根絶のため寄付を致し
ます。これからも更に財団の多様な奉仕活動の「見
える化」に励んでまいりますので、引き続き、ロータ
リー財団へのご理解とご支援をよろしくお願い申
し上げます。 



シンガポール国際大会推進チームメンバー兼推
進コーディネーター 

 服部 陽子 （東京広尾RC） 

「2024シンガポール国際大会」
に参加しましょう！ 

 みなさんは、これまでに国際
大会に参加されたことがありま
すか？まだ経験がないという
方も、既に何回もあるという方
も、ぜひ今年度は国際大会に参
加なさって、国際大会ならでは
の醍醐味を味わっていただきた
いと思います。国際大会は、友情と学びが融合
し、インスピレーションが生まれる舞台と言われて
います。 

 今年度の国際大
会は2024年5月25
日より29日まで常
夏の国、シンガポー
ルで開催されま
す。シンガポールは
日本から飛行時間
が６～7時間、直行
便も多く、時差も1
時間と参加しやす
い開催地です。本
会議はナショナル・スタジアムで、分科会やイベン
トなどはシンガポール人気スポットのマリーナベ
イ・サンズで行われます。 

 国際大会に参加してみてロータリー観が変
わったという話を時々耳にしますが、私も初めて
参加した2004年の大阪大会の感動は今も強く印
象に残っています。昨年度のメルボルン国際大会
に私の所属クラブの入会２年、クラブで最年少で
ある2７歳の会員が参加しました。彼の終始目を
輝かせている姿に、こちらまでわくわくしてきて、
地区のガバナーナイトでは一緒にダンスを踊り楽
しいひと時を過ごしました。入会間もないこの会
員にとって、例会とはまた別のロータリーの魅力
を存分に感じることができた貴重な体験であっ
たと思います。 

 さて、5月26日の朝には「日本人親善朝食会」
がラッフルズコンベンションセンターで開催され、
ゴードン・マッキナリーRI会長もご出席の予定で
す。続いては恒例の国旗入場に始まる開会式で
す。RI会長はじめたくさんの魅力的なスピーチや

エンターテインメントが繰り広げられます。翌日か
らの本会議や分科会ではDEIやメンタルヘルスな
ど今知りたいテーマが扱われ、世界の会員の声
を聞くことができます。 

 シンガポールは会場の外に出ての楽しみも豊
富な土地です。動物園（マンダイズー）でのナイト
サファリ、シンガポール初の世界遺産に登録され
たシンガポール植物園、サントーサ島のビーチや
テーマパーク、屋台で楽しむシンガポールフー
ド・・・ 

 ロータリーの繋がりと広がりを肌で感じること
のできるロータリー最大のイベント、国際大会へ
の皆様のご参加をお待ちしております! 

 

 

興奮が待つシンガポールへ 

 ロータリー国際大会は、友情と学びが融
合し、インスピレーションが生まれる舞台。
ロータリーで最大のイベント、国際大会が
開催されるシンガポールで、世界中から集
う「行動人」と交流しましょう。 

 新たな視点、インスピレーション、希望を
互いにわかち合うことができるでしょう。
世界一流のダイニングや文化的なアトラ
クション、エネルギーあふれる講演と分科
会など、国際大会は特別な体験にあふれ
ています。 

 世界と希望をわかち合うため、2024年
5月25日～29日にシンガポールで開かれ
る国際大会にご参加ください。 

 12月15日までに登録して、早期割引料
金をご利用ください。 







 

   ガバナー月信の表紙写真、活動の情報をお寄せください。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活
動に役立ててもらうため、情報収集と紙面の充実に努めています。 

 皆様のご協力をお願いします。 

 お寄せいただける活動情報は、文書面、 資料、写真をメールでガバナー事務所
へご送信ください。 また、毎号の表紙写真も併せてご提供ください。 
 

   地区IT・ガバナー月信委員会 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : tan i@r id2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

mailto:tani@rid2640g.com

